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３月の家畜市場成績 

 
 県下の３月中に行なわれた産地市場（仔牛セリ）、

集散市家畜市場成績は別表のとおり。 

〔概況〕 

産地家畜市場 

 入場頭数は１月より 500頭多い 2,535頭だったが、

売買率が１月より低かったため、売買頭数は１月と

ほぼ同じ 1,741 頭で、そのうち 65％にあたる 1,132

頭が県外へ移出されている。 

売買価格は、メスで１月の 47,600円に対して３月は

50,000 円で５％の値上りをみせているが、同じくオ

スは横ばいの 36,400 円、ヌキは 38,200 円で 1,000

円程度安くなっている。県外移出先はこのところ香

川県が最も多く、３月はこれに続いて茨城、愛媛も

多かった。 

集散地家畜市場 

 ３月の入場頭数は 3,328 頭、そのうち売買頭数

2,474 頭、売買率 74％で最近の各月とあまり動きは

みられない。 

 県外移出頭数はこのうち仔牛、成牛合わせて約 600

頭で、１、２月に比べ約 100 頭減じているが、これ

は３月の仔牛の移出が１月の 231 頭の約半分の 113

頭に減ったことがひびいているようである。 

 売買価格は、仔牛では産地家畜市場と同じような

傾向を示しメスは１月にくらべ 11％高、オスはほぼ

横ばいヌキは８％安であるが、平均価格では横ばい

の成績となっている。成牛では年令別に各区分とも

値上り傾向を示し、平均では１月に比べメス 86,000

円で２％、オス62,200で５％、ヌキ78,100円で 17％、

それぞれ値上りしている。これは昨年同期に比べメ

スで約 30％、オスで約 20％、ヌキ約 25％程度もの値

上りとなっている。 

 

 


